
資料２－２

「疾病、傷害及び死因分類」の補助分類改訂について

１．ＩＣＤ－ＤＡ日本語版の作成

(１）ＩＣＤ－ＤＡ（Application of the International Classification of Diseases to

Dentistry and Stomatology：国際疾病分類 歯科学及び口腔科学への適用）

世界保健機関（ＷＨＯ）により定められたＩＣＤ（「疾病及び関連保健問題の

国際統計分類：International Statistical Classification of Diseases and

Related Health Problems」）の補助分類として、これまでに第３版まで作成され

ている。

○第１版は、ＩＣＤ－８（第８回修正）の補助分類として、昭和４４（１９６

９）年にコペンハーゲン大学病院歯科学講座が作成、昭和４８（１９７３）年

にＷＨＯよりＷＨＯ版として発刊。

○第２版は、昭和５３（１９７８）年にＩＣＤ－９（第９回修正）の補助分類と

して、ＷＨＯが作成。

○第３版は、平成７（１９９５）年にＩＣＤ－１０（第１０回修正）の補助分類

として、ＷＨＯが作成。

（２）日本語版作成の経過等

厚生省に設置された厚生統計協議会第四部会（疾病・傷害及び死因統計分類の

検討を担当）のもとにＩＣＤ－ＤＡ専門委員会（委員長 高石昌弘 大妻女子大学

教授）を設置し、日本歯科医学会の協力により作成した日本語原案に基づき作業

を行い、計４回の討議を経て日本語版を作成した。

なお、作成の過程で、ＷＨＯが当初の解釈を変更した部分のあることが明らか

となったため、「疾病、傷害及び死因分類」の当該部分について、平成１３年７

月２３日に改正が告示（別紙）され８月１日から施行される。
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２．ＩＣＤ－ＮＡ日本語版の作成

（１）ＩＣＤ－ＮＡ（Application of the International Classification of Diseases to

Neurology：国際疾病分類 神経疾患への適用）

世界保健機関（ＷＨＯ）により定められたＩＣＤ（「疾病及び関連保健問題の

国際統計分類：International Statistical Classification of Diseases and

Related Health Problems」）の補助分類として、これまで第２版まで作成されて

いる。

○第１版は、ＩＣＤ－９（第９回修正）の補助分類として、昭和６０（１９８

５）年にＷＨＯが作成。

○第２版は、ＩＣＤ－１０（第１０回修正）の補助分類として、平成９（１９９

７）年にＷＨＯが作成。

（２）日本語版作成の経過等

厚生省に設置された厚生統計協議会第四部会（疾病・傷害及び死因統計分類の

検討を担当）のもとにＩＣＤ－ＮＡ専門委員会（委員長 大國眞彦 日本大学名誉

教授）を設置し、事務局において作成した日本語原案に基づき作業を行い、計４

回の討議を経て案を作成した。
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